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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、貪食および細胞運動タンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。これらのタンパク質は、細胞質分裂促進タンパク質と相互作用して貪食および細胞遊走を促進します。この遺伝子および細胞質分裂促進タンパク質1の発現増加は神経膠腫細胞の浸潤を促進する可能性があり、この遺伝子の一塩基多型は糖尿病性腎症と関連している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2013年8月]、機能：アポトーシス細胞の貪食および細胞運動に必要な細胞骨格の再編成に関与する。DOCK1およびCRKと共役して作用する。当初は、DOCK1との複合体形成によりRac Rho低分子GTPaseの活性化に必要であると提唱されていました。 DOCK1のグアニンヌクレオチド交換因子（GEF）活性を増強する可能性があります。,PTM：HCKによってリン酸化されます。,類似性：1つのELMOドメインを含みます。,類似性：1つのPHドメインを含みます。,細胞内局在：DOCK1とCRKを介して細胞膜への移行が誘導されると考えられます。,サブユニット：BAI1と相互作用します（類似性による）。DOCK1のSH3ドメインと、そのSH3結合部位を介して直接相互作用します。DOCK1およびRAC1との複合体の一部です。DOCK1およびCRKアイソフォームCRK-IIとの複合体の一部です。PLEKHG6と相互作用します。,組織特異性：広く発現しており、脾臓と胎盤で特に高い発現を示します。,
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	Elmo1 抗体を使用した Jurkat 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	Elmo1ポリクローナル抗体を用いたNIH-3T3細胞抽出物のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。

